
資料3-1-1　インターネット広告一覧 図1　バナー広告の例

メ ール 広 告

そ の 他

る。 ポイント キャスト などのプッ シュ型 のメデ ィア
では一般 的 なバナ ーより表 現力のあ るアニメ ーショ

ンが使われることが多い。

電子 メール　 電子メ ール新聞 などの メール 配信 サービ スに 、5行程

度のテキストで表現した広告を付 ける。

ストリーム配信型 ウェブ など

ペイドパブ型　ウェブ

RealPlayer 、ＶＤＯＬｉｖｅなどの ストリームアプ リケー
ション を使 って、従来の ラジオやＴＶのよ うにパソコ

ン上 で広告を流す。

広告 したい情報 のウェ ブページ を制 作して 、バナー
やメール広告のリンク先 として置く。

資料3-1-2　バナー広告のクリックに

ついて(N=5,149)
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資 料3-1 -3　メ ール 広 告中 のＵＲＬへの ジ ャ　　　 図2　 メ ール広 告 の例

ンプについて(N=5,149)
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くナー広告

イン タ ーネッ ト 広告 の種 類と その 特長

イ ンタ ーネ ット 人目 の 増加 と 広告 手法 の進 化 によ り近年 測 脚

光を浴 びる よう にな っ たイ ン ター ネット 広告 であ るが、 まずはそ

の 広告 として の 形態 を整 理す る （資料3-1-1) 。

最 も　一般的 な 形態 であ るバ ナ ー広 告は、 両 像フ ァ イルを ウェブ

コ ンテ ンツ上 に 貼 り付け 「看 板」 とし て コ ンテ ンツ利川 者 の視覚

に 訴 える （図1 ）。　レ ップil iﾐ1と呼 ば れ る バ ナ ー専 門 の 広告 代 理店

（レプ リセ ンタ ー） が コ ンテ ン ツ運営 者 に 代 わっ て バナ ー広 告の

管 理 ・ 販売 を 行 う ケ ー スが 多 ぐ 二 複 数 サ イト へ ま とめ て 出褊

（ グロ ス出稿 ） し たり、 配信 対 象の コ ント ロ ー ル（ たと えば特 定

ドメ イン、 特定 ブ ラウ ザー利 肝 者の 広告 配仁 な ど）を 行う 形態 も

普及し て きた。

また、 ポイ ント キャ スト など のプ ッシ ュ型 メデ イアで 放映 さ れ

るアニ メ ーショ ン広 告 もバ ナー のｰ 形 態 と見て いい だろ う。

次 にメ ール広 告 だが､ ダ イヤ ルアップ ユ ー ザーの 多い 日本で は、

電 子 メー ル新 聞な どの メー ル配 信サ ービ スの 需要が 強 く、こ の紙

面 に5 行 程 度の テ キ ストで 表現 す る テ キス ト広 告 は非 常 に人気 が

高い （図2 ）。 バ ナ ーに 比 べ 低予 算 で 出 稿が 可 能 であ りレ 文字 デ

ト インターネット白書'98 9４

一夕だけで構成されるため原稿制作の負担が軽く、校正の手間が

かからないという利点がある。

これらの広告は、それぞれＵＲＬリンク機能を持っており、コ

ンテンツ利川者が広告をクリックすることにより一般的には広告

主のページへとジャンプする。広告を見て関心を持ったときは、

すぐにより詳しい情報へのアクセスが可能であり、消費者の利便

性も高い（資料3-1-2～3）。

また、バナーやメール広告のリンク先として、いわゆる記事広

告（ペイドパブ匚型のウェブページを設けることもある。情報量

の多さと企画上の自山度の高さが特長である。

インターネット広告市場動向

さて、資料3-1-4にも見られるとおり、日本のインターネット

広告市場の成長は著しく、97年は推定広告費約60億円、前年の16

億円に比べ約4倍の市場規模となった。これは昨年の同調査にお

ける予測値（約40億円）をも大きく上回っている。この問の広告

費総額の伸びは綏やかなものであり（資料3-1-5)、広告市場全体

における比率はまだ0.1％程度であるとはいえ、きわめて急激な拡



資料3-1 -4　日本のインターネット媒体への推定広告費
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サイトの推定広告費」を元に作成

広告費約4倍、急成長が期待される

資料3-1-6　クリックしたくなるバナー広告について
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資料3-1-7　印象に残るメール広告について(N=5,149)
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今後 の課 題

今後 イン ター ネット広 鵆がさ ら にそ の 巾場 を拡 人し てい く ため

に は、現 状で は まだ 仰いyし てい ない 広 告 評価F 法 の 業界内 で の基

準統･ が 必 要であ る。 さら に、 年 齢・性 別と もに 拡 人しつ つあ る

イン ター ネット 利 川 扣･､`卵) 特 性 ・ニ ー ズを的 俑に 捉 え 〔資料3-1-

6～7 〕、現 状の 消 費低 迷状 況 を打 破で きるよ うな[ 企 袰一 消費 者]

問 の 新 た なコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 川路 の 設 計 に 収 り 糾 むべ きだ ろ

う。 媒 体礼 ・広 占代 川店 ・ 広;I凵ﾓ のﾐ 名･とも に、 新し い メデ イア

に ふさ わしい 企11111開 発力 の 向ll が 望 まれる 。

(四 家IIﾓ紀 ・ 株式 会 礼 インプ レ スA&D)

注|　 レプ リゼン タテ ィブの略 、広;II’･収 人をiﾐな 収益源と している ウェブコ ン

テンツ提 惧 ぎ’に 代わ･J て、広;II囗ﾓの代理 店媒体 部門に対して 広告営 業を

行う　･仲の代理 袰占･の こと、

注2　現 在、 屯辿系のサ イバー･ コ ミュニ ケー ショ ンズ（ＣＣＤ と ．博 報堂を中

心にし た代理店 グ ループ 系のデ ジタ ル・ アドバ タ イジン グ・ コンソー シ

アム（Ｄ.Λ.コ ンソー シアム）がl 人勢力と な９ てお り、両 杜合計の収扱

い鳥 が令Ill’場の8 割を越す と 兒られてい る

９ ５ インタ ーネット白書'981

人 が注|| さ れてい る。 ち なみ に、 来 年の イ ンタ ー ネット広 告賞 は　　 のマ ー ケテ ィン グ職|咯を ヽIyl案で きる 。

さらに1.51mの90 億 円 とい う 刋則が されて い る。

このようにインターネット広告が短期間に受け入れられている

背景には、もちろんインターネット利川名･数の急激な拡人がある

わけだが、さらに以卜のような妛囚も考えられる。

（1） 商品 へ の関心 度 に応 じ た効 率的 なプロ モ ー ショ ン

リ ン ク機能 によ り、 まず 広 告に 反応し た 消賞 者に 対し て、 そ

の場 で さら に詳 細な情 椒を提 供す る こ とがで きる。 い わゆ る

「 無駄打 ち」 の 少ない 効 米的 なプロ モ ー ショ ンがII」‘能で あ る。

（2）消 費 者との 新しい コ ミュ ニ ケー ショ ン

たとえ ばウ ェブ ア ンケ ート につ い て は他 媒体 に比 べて 収 集の

III･さと;1 ;: にお い て川 倒的 で、 集 計も 容易 な ため広 く使 わ れて

い るが 、 佃 別の 川 答 矜に対 す る メ ー ルに よる フ ォロ ー な ど、

継 続的 にワ ン・ ト ウ・ ワンの アプ ロ ーチ を 什掛 け るこ とが で

きる。 郵送 など に比ベ コス トが川 倒的 に 低い こ とも 見逃せ な

し丶。

（3）レ ポー テ ィン グ

広 告効 果につ いて 「到 達 数」「ア ン ケー ト川 答 数」 な どの 実

数 に もとづ くレ ポー テ ィン グが 短川 間で11」’能 であ る。 従 来の

広 旨媒 体で は 考えら れ ない スピ ードで 広;1 1･ 効 米 を評仙 し、 次
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